
文化財を探索しよう文化財を探索しよう
～田の神像編～～田の神像編～

1野里の田の神像

　市内で唯一の県指定文
化財像です。右手にメシ
ゲを持ち、左手に舞い用
の鈴を持ち片足を持ち上
げていることから「鈴持
ち田の神舞型」の像です。
　1751（寛延４）年に造
られたもので、このタイ
プとしては、最も古いも
のとされています。

各地区に現存している代表的な田の神像各地区に現存している代表的な田の神像

2中津神社前の田の神像

　上高隈町中津神社の入
口にある田の神像で、お
化粧がされ地域の人々か
ら愛されていることがわ
かります。烏帽子をかぶ
り神官の格好をしている
ことから「神職型」の像で、
市内では高隈地区のみに
所在する大変珍しいタイ
プの像です。

鹿屋地区 吾平地区

5車田の田の神像 　

　像の傍らに修験道の修
行の場を表現した山水が
あり、像の頭部と山水の
上部には小仏像が彫り込
んである県内でも他に例
のない大変珍しい像です。 
　僧侶の格好をしている
ことから「僧侶型」の像
です。

6真角の田の神像 　

　右手にスリコギ、左手
にメシゲを持っています。 
　1775（安永４）年に造
られており、吾平地区で
最も古く、僧侶の格好を
して、片足を上げ歩いて
いる姿をしていることか
ら「旅僧型」の像です。
吾平地区の一般的なタイ
プです。

串良地区

9中郷の田の神像 　

　中郷公民館敷地内にあ
り、右手にスリコギ、左
手にメシゲを持って田ん
ぼを見守っています。 　
　市内の田の神像では珍
しく、片膝をついて座っ
ているかっぷくのよい姿
で、農民の格好をしてい
ることから「農民または
庶民型」の像です。

10岡崎上の田の神像 　

　岡崎上公民館敷地内に
あり、串良地区内で最も
古い 1805（文化２）年に
造られたものです。 　
　僧侶の格好をして、片
足を上げ歩いている姿を
していることから「旅僧
型」の像です。串良地区
の一般的なタイプのもの
です。

1野里の田の神像
2中津神社前の田の神像
3 南町牟田畑の田の神像
4岡泉の田の神像

5車田の田の神像
6真角の田の神像
7  八幡神社境内の田の神像
8大牟礼の田の神像
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輝北地区

13下平房の田の神像

　平房集落活性化セン
ターにあるこの像は、右
手にメシゲ、左手にスリ
コギを持ったユーモラス
な表情の田の神像です。 
　僧侶の格好をしている
ことから「僧侶型」の像
です。毎年田植え前に集
落の人々が豊作を祈って
お化粧をする風習が今で
も残っています。

14宮園の田の神像 　

　頭にコシキかぶり、左
手に持ったスリコギを肩
に担ぐような格好で持ち、
首をかしげている滑稽な
田の神像です。左足を持
ち上げており、踊る姿を
表現していることから「田
の神舞型」の像です。長
い歳月集落の田んぼを見
守っており、風雨にさら
されてすり減っています。

3  南町牟田畑
の田の神像

9中郷の田の神像
10岡崎上の田の神像
11甫木池の田の神像
12堂園橋下流の田の神像
13下平房の田の神像
14宮園の田の神像
15歌丸の田の神像
16中福良の田の神像

15歌丸の田の神像

7  八幡神社
境内の田
の神像

11  甫木池の
田の神像

特集 鹿屋市の歴史や文化財 市内の代表的な田の神像マップ市内の代表的な田の神像マップ
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